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【選択問題２】

10 次の文章を読んで，問１に答えよ。

ヨーロッパでは上流階級にだけ文化があって，下流階級には文化がありません。貴族たちが文

化を独占していたわけです。だからヨーロッパの Ａ 文化というのは，すべて「 Ｂ し

て安物化された貴族文化」です。

たとえば貴族が音楽を聴くときは室内管弦楽団です。自宅で，自分のお抱えの楽士に演奏させ

る。自分が演奏したり会話していたら，それにあわせて曲調やテンポもかわるもの。完全なオー

ダーメイドの演奏。それこそが音楽でした。

それが Ａ 化社会になったとき，オーケストラというのが生まれた。私たちはオーケスト

ラというのを「音楽の贅沢品」と思っていますが，大間違いです。オーケストラというのは，
ぜいたく

「 Ａ 向けの安物」です。なぜかというと，見知らぬ人たちと公共の場所で聴くような下品

な音楽だから。

中世の作曲家が作った音楽というのは，本来，閉じられた空間である居間や舞踏会場などで，

多くてもせいぜい十～十五人ぐらいの編成で聴くものです。それを入場料さえ払えば誰でも入れ

るような大ホールに千人とかの人間をすし詰めにして聴かせるように編成したのがオーケストラ

音楽です。つまり Ｂ 品です。

（中略）

貴族文化というのが廃れてしまって， Ａ 社会が成立した結果，オーケストラゼーション
すた

の技術がどんどん上がっていって，本当の室内管弦楽を聴く環境が廃れた。結果としていまや，

音楽の本流はオーケストラになってしまった。これこそ貴族文化が廃れて Ａ 文化が伸びた

という証拠ですね。

このように， Ａ 社会の文化というのは，かつてあった階級分化・貴族文化をどんどん

Ａ 化することによって栄養を得てきました。

（中略）

面白いものや楽しいもの，贅沢品というのは Ｃ の中からもっとも「いいもの」が出てく

んです。お金持ちや王様「だけ」に提供されるものは，箱や由来こそ立派かもしれませんが，品

質は「そこそこ」の中級品です。ほら，よく言うじゃないですか。「老舗・名物にうまいものな

し」という法則ですね。

（岡田斗司夫『「世界征服」は可能か？』による）




















